
【事業の経緯】                 別添資料 1

道建-1  -般国道251号 (愛野森山バイパス)事業の経緯

審議経過
再評価
の理由

工 期 事業費
B/C 概要

着エ 完了 (億円)

当初
(H19新規評価)

H19 H24 92,0 1.9
延長=1,800m
幅員=7.0(12.0)m

第1回審議
(H23)

再評価後
5年経過

H19 H25 101,0 1.6
延長=1,800m
幅員=7,0(12.0)m

第2回審議
(H30:今回)

事業完了後
5年経過

H19 H25 112.0 1.18
延長=1,800m
幅員=7.0(12.0)m



事後評価結果 (平成 30年度)

※水色のセル箇所を入力すること。
※他の課の「行」は、「〕F表示」にすること。

事業名
一月雙口遍 251号
垂野森山バイパス

畢栗

区分
一般国道

争栗

主体
長崎県

起終点
崎県雲 1山市空野町

崎県諌早市森山町
長
長
目
至

延長 1.8km

手 : ≡職 妥

kmの ミスはこ
か町 ら 由原市を経 し 諌早 自島 動車道諫早ICへと至る 長約50延

′ ′ィヽ愛 のる てし島原野森山あ 省が整備国土交通

亭栗の日聞・必要性
|

愛野森山バイパスの整備により、主要渋滞箇所である愛野交差点を通過することなく、謀早・島原方面
へ通行できることから、所要時間の短縮、憂野交差点の渋滞緩和を目的としている。
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全体村田 ヒとヽ a航 構員W=70(120) 供用区同 17h聾0中 区岡

着 エ
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冗 了

舟 評 1山
事業費

最 終

舟 評 1面 総便益(B)161,3 総費用(C) 23B/C
事後評価時点 総便益(B) 184.9 総費用(C)146.3
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(H42推計 )
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変

動
1.0倍

(供用前現道→当該路線) (供用後年次)H27 寄ユ度H22
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事業遅延によるコスト増
費用増カロ預

|

H30年

丞琴年 十

平成23年度の再評価以降、事業の遅延は無い

H主要交通渋滞箇所の解除 愛野交差点(H29.7)
・所要時間の短縮 約2分短縮

事
業

の
効
果
等

H沿線地域の生活環境改善 交通量の減少による歩行者の安全性の向上、沿線施設の利便性向上

その他評価す



畢
業
に
よ
る
環
境
変
化

環境影響評価については、対象外である

その lu辞 1山丁 田Tしたコ貝日

特になし

争栗を巡るT主雲泄済情勢等の変化     |

特になし

:万針

道路整備に伴い、所要時間の短縮や主要渋滞箇所の解除、沿線地域の生活環境改善等の事業の効果
がみられ、今後の事後評価の必要性、改善処置の必要性はないと判断している

特になし

符記事項                        |

特になし



平成30年度
長崎県公共事業評価監視委員会

事後評価対象事業

道建-1 -般国道 251号
道路改良事業
(愛野森山バイパス)

長崎県
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位置図
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事業概要及び目的
事業概要
島原道路は南島原市深江町から島原市を経由し、諌早市の長崎自動車道諌早ICへ と至る延長約50km
の地域高規格道路である。愛野森山バイパスはこの島原道路の一部を構成し、国土交通省が整備してい
る一般国道57号森山拡幅へ接続する延長1.8kmの 自動車専用道路である。

事業の目的
愛野森山バイパスの整備により、主要渋滞箇所である愛野交差点を通過することなく、諌早・島原方面
へ通行できることから、所要時間の短縮、愛野交差点の渋滞緩和を目的としている。

事後評価の視点 (1)
【交通の転換】

愛野森山バイパス開通によりて交通が現道からバイパスヘと転換した。
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延長 :1,800m

幅員 :70(120)m
事業費 :112億 円
事業期間 :平成19年度～平成25年度

至 島原市

至 諒早IC
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愛野交差点
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事後評価の視点 (1)
【主要渋滞箇所の解除】
交通転換により、愛野交差点の渋滞が解消され主要渋滞箇所から解除 (H29.7)さ れた。

愛野森山バイパス ●供用前(H19)

→ロ
‐
 1

●供用後(H26,3)

渋滞長 :450m

●渋滞長 600
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愛野森山バイパス

愛野交差点

Ч＼ ●所要時間 (12h平均)
(分 )

ゝ
07分短縮

60

供用前      供用後

●所要時間 (ピーク時)
(分 )

Ч 電

供用前      供用後

※供用前 :現道
供用後 :バイパス
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事後評価の視点 (1)
【所要時間の短縮】
、愛野森山バイパス開通により、供用前と比べ所要時間が短縮された。
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愛野交差点にて、朝夕のピ=ク 時
に渋滞が発生していた。

バイパス整備により、スムーズな
通行となっている。

ヽ



事後評価の視点 (2)
【費用対効果の算定基礎となった要因の変化】

B事 業 費 :101.0億円 (前回)→  112.0億円 (変更)

B完了年度 :平成25年度 (前回)→ 平成 25年度 (変更なし)

「交通量 :9,300台 /日 (前回)→
(H42推計)

9,3001台 /日 (変更なし)
(H42推計)

・B/C:1.6(前 1日 18(今
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の 2)

【費用対効果の算定基礎となった要因の変化】
事業費の増
101億円 (前回)→ 112億円 (今回)

愛野森

ロ

ヽ

③

借地範囲

①・②

事業資遺の内容 速憎 主な道顔理由

・ 地盤改良箇所の支持層が想定より深かつたことによる施工数Eの増
・ 田尻高架橋橋脚部において、地盤んt軟弱であり、安定幻配での掘削が
できなかつたため、地盤改良工を追加したことによる増

①・④
①土質の相違に伴う増 6億円

・ 田尻高架橋橋台部において、支持唐が想定より浅く、構造見直しによる歯

②近接施設の保護対策に伴う嬉 31慮 円
・島懸鉄道の線路への影響を押さえるために、対策工法を追加したことによる
電

③道路付属物設置の追加による増 11憲 円
・国道きIの道路 fす属施設 (照明、情報板等)の設置について、協議の結果、県
での施工となつたことによる増

・流用予定の上砂について、当初想定していた土買との相違があつたことか
ら、主買改良等を追加したことによる増④磁土材の流用に伴う増 11B円

流用上の仮置賜及び施エヤー ドの確保のため、借地を行ったことによる遭

合 計 111粛田

8



事後評価の視点 (2)
【費用対効果の算定基礎となった要因の変化】
土質の相違に伴う増
地盤改良箇所の支持層が想定よりも深く、地盤改良の杭長が増加したため

0当初横断図

有明川

H三 73m
____支 持 層

●変更横断図

H=137m
支持層

9

事後評価の視点 (2)
【費用対効果の算定基礎となった要因の変化】
近隣施設の保護対策に伴う増
島原鉄道の路線への影響を押さえるため、鋼矢板設置を追加

●横断図

島原鉄道 愛野森ばパイパス

口

阻
に

―

Ｉ

Ｔ

Ｉ

Ｉ

邁芦

島原鉄違

10

鋼矢板



事後評価の視点 (3)
【社会経済情勢の変化】
沿線地域ヒアリングの結果、現道の交通量減少により、生活環境の改善が実感
されていることが確認された。

愛野森山バイパス ●ヒアリング結果

覇
愛野地区の病院や商業施設が利
用しやすくなった。

深夜に通行 していた大型車がな
くなつたため、静かになった。

餓
交通量の減少により、振動が軽
減された。

農
事故が減少した。
(年間平均17件→平均9件 )

H22
H29
5,542人

5,686人 (144人増加)

愛野交差点

商業施設
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r

ヽ
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ヽ ■
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事後評価の視点 (3)
【定住人口の増加】
愛野町においては、定住人口が増加傾向となっており、愛野森山ハyハ扶の供用
が一翼を担つていると考えられる。

愛野町定住人口(人),
6,000

5,800

5,600

5,400

5,200

5,000

供用前

H22
供用後
H29

愛野記念
病院

12



事後評価の視点 (3)
【農産品出荷量 H出荷金額の増加】
近年取引高が堅調に推移しているプロッコリーは、今後も島原道路の整備によ
り、円滑な出荷が促されると考えられるЬ

金額 1,490

― 出荷量

662

429

280

0

H19   H22  H25   H28

A
プロッコリいは鮮度が一番で、島原道路が整備されると確実に時間短縮で鮮度が

向上 し、効果がある。
ψ

ソ武

13

【今後の事後評価及び改善措置の必要性】
道路整備に伴い、所要時間の短縮や主要渋滞箇所の解除、沿線地域の生活

環境改善等の事業の効果がみられ、今後の事後評価の必要性、改善処置の

必要性はないと判断している

，
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【同種事業の計画・調査のあり方や事業評価
手法の見直 しの必要性】

今後も、走行時間短縮や走行経費、交通事故減少に限らず、企業進出や

定住人口の拡大等の効果も、評価に含めていくべきと考える。

愛野森山バイパス

ヽ
　
　
　
　
　
疱

●

JA B願鵬仙― 荷場

穐

an瀞

事後評価の視点 (4)
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【事業の経緯】

道建-2 滑石町線(横道工区)事業の経緯
別添資料 1

審議経過
再評価
の理由

工 期 事業費
B/C 概要

着エ 完了 (億円)

当初
(H12新規評価)

H13 H18 60.0 2.4
延長L=580m
幅員W=13.0(30.0)m

第1回審議
(H22再評価)

再評価後
10年経過

H13 H23 60.0 1.7
延長L=580m
幅員W=13.0(30.0)m

事後評価
(H30)

事業完了後
5年経過

H13 H25 65,0 1.5
延長L=580m
幅員W=13.0(30.0)m



事後評価結果 (平成 30年度)

※水色のセル箇所を入力すること。
※他の課の「行」は、「非表示」にすること。

長崎振興局都市計画課

街路事業
手葉
主体
長崎県事業名

1護秀
都市計画遭路
滑石町線 (横適工区)

延長 580rn起終点
自:長崎市滑石2丁目
至 :長崎市滑石2丁目

一旧延長卜580m W=13.0(30.0)m

事業期間 :平成13年度～平成25年度

本路線は、国道206号と新長崎漁港を結ぷ主要地方道長崎畝刈線の一部である。沿線に長崎市最大
の住宅団地があるほか、新長崎漁港周辺の宅地開発も進み、自動車交通量が増加して渋滞が著しい
ことから、拡幅整備を行うことにより、交通環境の改善を図るものであるq

事業目的  交通容量不足からの渋滞の解消

機逮工区 (と =588韓 ) 大神宙工区 (と =850齢 〉
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事業費
65.0 i円

円再辞価肝 7 (C) 総便益(B)182 `
EF(C) ¶ 総便益(B)240 1 i円 H 30

B/C
事後評価時点
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変
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(H42推計)
変
動
1.0倍交通員

(当該路線 )
再評価時

35,900台 /日
(H42椎計)

(供用前現道→当該路線)

23.0 -→ 50.O km/h
(供用直前年次)H25 年 五堂 (供用後年次)H26 年 度

交通事故減少
(供用前現道→供用後現適)

― 件→ ―件
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事業遅延によるコスト増

H30年

区間内の一部において用地取得が難航したため。
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事
業

の
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整備前に比べ、大神宮交差点から横道交差点間の朝の渋滞ピーク時において所要時間が2分短
縮されている。

のピーク時)の最大渋滞長が180mから10mに減
少している。また、アンケート調査の結果、半数以上が安全快適になつたと回答しており、歩行者数

い て

ヽ3

特になし。

境影響評価に対す事
業

に
よ
る
環
境
変
化

その他評価す

特になし。

た項

事業を巡る社会経済情勢等の変化     |

特になし。

対 Лi万霊

この事業により、所要時間の短縮や沿線地域の生活環境改善等の事業効果がみられることから、今
後事後評価及び改善の必要がない。

今後も走行時間短縮や走行経費、交通事故減少に限らず、企業進出や定住人口の拡大等の効果も、
評価に含めていくべきと考える。

特になし。



平成30年度
長崎県公共事業評価監視委員会

事後評価対象事業

道建-2 長崎都市計画 (長崎国際文化都市建設計画)
道路事業
3・ 2・ 110 滑石町線 (横道工区)
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事業概要

滑石町線

事業目的

全体計画 L=1,430m 幅員 W=13.0(3o.0)m

交通容量不足からの渋滞の解消
長起
崎点

終
点

交通量

⑦
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、
　
　
一卜
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|ヽ II「 11

i主オ

整備前幅員

16.Om

完成幅員

30.Om

の

沿線に長崎市最大の住宅団地が位置するほか、郊外では新長崎漁港
周辺で宅地開発が進むなど、自動車交通が増加して渋滞が著しく、円
滑な通行が確保されていない。

渋滞状況

横道工区 大神宮工区

(L=850m)

住宅団地

23000

22000

21000

20000

19000

18000

22634

1大神宮工区 (L=850m)横道工区 (L=580m)

3.5   1.5 3.00  3.00 1.5  3.50

4.0     2.5 3.25  3.25  1.0 3.25  3.25 2.5 1.5 4.0
中

“

2,772台増

19862

@ H2 H17



事後評価の視点 (1)

【ピーク時の渋滞緩和】
2車線から4車線へ道路を拡幅したことにより、大神宮交差点から横道交差点

間の朝の渋滞ピーク時(7:30～ 8:30)においては所要時間が約2分、横道交差点
では渋滞長が170m短縮された。

滑石町線  全体計画 L=1,430m 幅員 W=13.0(30.0)m

⑦

私

起
点
長
崎
市
滑
石

離鯨軋卜石４
丁目

２

丁

§
朝の渋滞ピ■ク時 (λ13 30)
.2分短縮

渋滞長短縮1 市→ 10市

5

事後評価の視点 (1)

【安全性向上】

滑石地区に車ロバイクで通勤されている方にアンケートを実施したところ、半

数以上が安全性を実感したと回答している。

安全性の実感 (単位 :%)

OO/。     200/0    400/。     600/。     800/0    1000/。

凡例  実感した 感じない わからない その他  1岳湮!各

【車道に関する意見】

色長崎市街地向けは、4車線化されたこ

とで車の流れがよくなつたと感じます。
引き続き、大神宮工区の整備を行うことで、より高い効果

が期待できる。

6

1大神宮工区 (L=850m) i横道工区 (L=580m)



事後評価の視点 (1)

【歩行者の安全・快適性向上】
歩遭整備後、歩行者ベアンケートを実施した結果、8割が安全 D快適になつたと

回答している。また、散歩・ジョギング等で歩道を活用する方が増加し、整備前より
歩行者数が3割増加している。          ′

歩道整備の感想 (単位 :96) 歩行者数(単位 :人/日 )
33%増加 Hll・ H17

道路交通
センサスより

H261.28
交通量調査
箇所:横道
工区終点

3000

2500

2000

1500

1000

500

0
0% 20%      40% 60。/。 800/。      100%

凡例 安全になつた 快適になった 思わない その他

【歩道に関する意見】
口歩道が広くなり歩きやすくなりました

日散歩する人が増えました。

日きれいになり気持ちよく歩けます。

ロ

→

Hll

歩道整備前

H17   H26

歩道整備後

【費用対効果の算定基礎となつた要因の変化】
P事業費 :60.0億円 (前
・ 【主な増加理由】

用地補償費の増加

)→ 65日0億円(変更)

B交通量 :35,900台 /日 (H42推計)
35.900台 / (H42推 i計 )
※大神宮工区まで完成した場合の交通量

・B/C:1口70(前
【主な減少理由】

事業費の増額

)→ 1日 50(今口 口 )

8
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事後 の 点 4

【今後の事後評価及び改善措置の必要性】
日この事業により、所要時間の短縮や沿線地域の生活環境改善等の事業効果

がみられることから、今後事後評価及び改善の必要がない。

【同種事業の計画・調査のあり方や事業評価

手法の見直しの必要性】

今後も、走行時間短縮や走行経費、交通事故減少に限らず、企業の進出や

定住人口の拡大等の効果も、評価に含めていくべきと考える。

9



【事業の経緯】

道建-3  事業の経緯 相浦棚方線
別添資料 1

審議経過
再評価
の理由

工 期 事業費
B/C 概要

着エ 完了 (億円)

第1回審議
(H10)

S48 H18 165,0 3.1
延長い3,630m
幅員昨 13.0(22.0)m

第2回審議
(H15)

再評価後
5年経過

S48 H18 165.0 2.47
延長い3,630m
幅員昨 13.0(22.0)m

第3回審議
(H20)

再評価後
5年経過

S48 H23 161.0 1.33
延長い3,630m
幅員昨 13.0(22.0)m

事後評価
(H30)

事業完了後
5年経過

S48 H25 161.0 1.04
延長い3,630m
幅員昨 13.0(22.0)m



事後評価結果 (平成 30年度)

※水色のセル箇所を入力すること。
※他の課の「行」は、「非表示」にすること。 担当課長名

都市冨十画週 F各
相浦棚方線

事業
区分
街路事業

事業
主体
長崎県事業名

延長 3,630m起終点
自:佐世保市川下町
至 :佐世保市光町

3,630m W=13,0(22.0)m

事業期間 :昭和48年度～平成25年度

佐世保生活圏の中心地域と北部地域を結ぷ重要な路線であり、交通の分散日導入による交通混雑の

解消や安全日円滑な交通の確保を目的に、佐世保市川下町 (県立大学横)から光町 (市町境界)の延長
3,630mの 4車線の道路整備を行つた。

て》

長

舞

ヰニ
轟

Ｂ

ｅ
●

●

●
う
お

エ S    48』手度
工期

冗 了

161,0
事業費

恵円

1.33

事後評価時点 1.04

94
67 円

(C)

(C)

2

2 H総便益(B)256
総便益 (B) H20

B/C
塾
〓 ) H15E S 48 F 用地看手 S

F 工 事 活 手
供用年

(実 H 25

変

動
1.4倍事業期間

(名 ヨ :) 161 (名 ヨ 亘) 161

)

変
動
1.0倍事業費 再評価時

(要 巨)
実 績

(雰

14,200亡,ノ/日

(推計 )
実 績

9,468台 /日
(実測 )

変

動
0.7倍交通量

(当該路線 )
再評価時

更通事取瀬少
(供用前現道→供用後現道)

8件→ 4件
(供用前現道→当該路線)

41.0 -→ 50.O km/h
(供用直前年次)H20 年度  (供用後年次)H26 年度

〔
走行時間短縮便益 3621意
走行経費減少便益 17.6 億
交通事故減少便益 11.11意

ヽ
―
―
―
ノ

円

円

円

390,71慧円 基準年 十

H20年

堅偏対効果
分析結果

(再評価 )
1.33

円
円
円

億
億
億

９４
．
６

２９３

‐

・

６

２

ヽ
―
―
プ

円
円
円

億
億
億

７

・
８

・
９

２５６
．

２５５

０

〔
走行時間短縮便益 230.2億 円
走行経費減少便益 25.5億 円
交通事故減少便益 11.11意 円〕

266.8嘲嵌F¬堅偏対効果
分析結果

(事後 )
1,04

H30年

蜘

事業遅延によるコスト増

橋梁下部工における土留め日仮締切工において想定岩盤線の相違があり、検討及び施工に不測
の日数を要し橋梁架設工の完成が遅延した。

事
業

の
効
果
等



渋滞緩和により、佐々町小浦免～佐世保総合運動公園間の平日の所要時間が約2分短縮され
た。

事
業

に
よ
る
環
境
変
化

環境影響評価については対象外である。

特になし

工業団地の誘致

この事業により、交通渋滞の緩和や所要時間の短縮などが図られており、通過交通の転換により地域
住民の居住環境も向上するなどの効果もみられることから、今後事後評価及び改善の必要がない。

出や定住人口の拡大等の効果
も、評価に含めていくべきと考える。



平成30年度
長崎県公共事業評価監視委員会

事後評価対象事業

道建-3 街路事業
相浦棚方線
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標準横断図

W=22m、 4車線
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事業の必要性

近年の住宅開発により朝夕の交通渋滞が著しく、安全・円滑な交通が確保
されていない。
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3・ 3・ 28号 相浦棚方線
延長L=約3,630m幅員W=13.0(22.0)m
事業期間 :昭和48年度～平成25年度
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事後評価の視点 (1)

【所要時間の短縮・安全性の向上】
一般県道佐世保鹿町線のバイパスとして整備され、渋滞緩和により、

佐々町小浦免～佐世保総合運動公園 (佐世保市光町)間の平日の所要時間が
約 2分短縮された。
また、交通事故発生件数が平成 20年度は8件であつたが、開通後の
平成 26年度は4件に減少した。

▼   ト

所要時間の変化 事故発生件数の推移鯨

デ
置 l′
)
葺臭/~
ぞ

(分 ) 10

8

6

4

2

0

__, 1 0

8

6

4

2

0

泄

ヽ _“
4件

開通前(H20)  開通後(H26)

新田町 ＼

束

維木町

ロ

日B/C :1.33(前 )→  1.04

開通前   開通後(H25)
(佐世保嵐町機～佐世保日野松浦憔を経由)

→
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事後評価の視点 (2)

【費用対効果の算定基礎となった要因の変化】
B事 業 費 :161億円 (前回)→ 161億円
日完了年度 :H23(前回)→ H25
・交通量の減少 :14,200台 /日 (前 9,468台 /日 (実測)
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事後評価の視点 (2)

【費用対効果の算定基礎となった要因の変化】
工期の延長

橋梁下部工における土留 a仮締切工において当初の想定より岩盤
が堅固であることから、バイプロハンマでの施工から先行掘削によ
る打ち込みに変更した。この検討及び施工に不測の日数を要した。

＼             `

＼

＼

＼

多
7

事後評価の視点 (3)

【企業立地による雇用の確保】
相浦棚方線供用開始に伴うアクセ
ス向上により工業団地の造成が行
われており、新たな企業の進出が

見込まれる。

1鰹営賜掴潮迅鶏団麹
2019年 10月 分鑽翔始予定
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事 の 点 (3)

【定住人口の拡大に寄与】
当路線沿線の町内においては、世帯数が増加傾向となっており、相浦棚方線

の供用が一翼を担つていると考えられる。
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事後評価の視点 (4)

【今後の事後評価及び改善措置の必要性】

この事業により、交通渋滞の緩和や所要時間の短縮などが図られ

ており、通過交通の転換により地域住民の居住環境も向上するな

どの効果もみられることから、今後事後評価及び改善の必要がな

い 。

【同種事業の計画日調査のあり方や事業評価

手法の見直しの必要性】

今後も、走行時間短縮や走行経費、交通事故減少に限らず、企業

進出や定住人口の拡大等の効果も、評価に含めていくべきと考え

る。

(都)相浦棚方線
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